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医 … 休日外科当番医
午前10時～午後4時

歯 … 休日歯科当番医
午前９時～午後１時

児 … 小児救急診療
午前９時～午後３時

休祭日救急医療センター（大曲保健センター内）

☎ 0187-62-1015　■内科・小児科　■午前 10 時〜午後４時

9月1日
第82号

大仙市の行事予定

今号の表紙

獅子の会「二百貫神輿」
 

 

 

　８月２日の「夏まつり大曲」では、御神

輿保存会・獅子の会による「二百貫神輿」

の渡
と

御
ぎ ょ

が行われました。

　８月は夏まつりや送り盆の時期、各地域

で行事が行われました。(関連12～13㌻）

　暦も変わり、朝夕めっきり涼しくなりまし

た。今日から９月。黄金色に輝く季節を

迎えます。

休日救急医療連携事業	 3

市役所からのお知らせ	 4-7

◎ 緊急消防援助隊 北海道・東北ブロック合同訓練

◎ 市有財産の一般競争入札

◎ 大空大仙の保育士募集

◎ 大仙市民交流将棋大会

◎ 町内集落会館建設費等補助金

◎ 全県 500 歳野球大会　ほか

地域情報	 20-21

広報見聞録・大仙の夏祭り	 8-13

◎ 平成 20 年度大仙市成人式

◎ 水神社「線刻千手観音等鏡像」ご開帳

◎ 第 17 回魁星旗争奪全県 550 歳野球大会

◎ 平安時代の水田跡を発掘半在家遺跡 ほか

お便り広場・レシピ	 16-17

情報交差点	 22-23

ALT・CIR の紹介ほか	 19

市長日程・図書館情報	 18

ザンビアからの手紙	 14-15
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市民交流将棋大会■午前９時受け付け開始■仙北ふれあい

文化センター（500 円〜 1,500 円） ▼ P6

自衛隊コンサート
　■午後２時開演■協和市民センター（和ピア・要整理券）

神岡南外花火大会
　■午後６時 30分〜■中川原コミュニティ公園 ▼ P21
医 仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  船木歯科医院（大曲）☎ 0187-63-0027
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

医 大曲中通病院（大曲）☎ 0187-63-2131
歯  角間川歯科医院（大曲）☎ 0187-65-3536
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

7

5

16
太田地域行政相談■午前９時〜■太田庁舎行政相談室
大曲地域行政相談■午前 10時〜■大曲庁舎市民ホール
南外地域行政相談■午前10時〜■南外コミュニティセンター
協和地域行政相談■午後１時〜■協和市民センター（和ピア）

12

6 秋田おはら節全国大会
　■午前９時開演■太田文化プラザ（太田庁舎隣り・700 円）

医 仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-211115
敬老の日

2 第３回市議会定例会（初日）

11 第３回市議会定例会（第３日目）

10 第３回市議会定例会（第２日目）

19
第３回市議会定例会（最終日）
市有財産の一般競争入札現場説明会
　■午後１時 30分〜■旧マインロード荒川跡地 ▼ P5

20 全県 500 歳野球大会
　■午前７時開会式■神岡球場 ▼ P7

13 市民交流将棋大会■【指導講習（無料）】午後３時〜　【交流
会（6,000 円）】午後６時〜■史跡の里交流プラザ柵の湯 ▼ P6



10 月からスタート
休日救急医療連携事業

利用方法などについてのお知らせ
　７月 16 日号の広報でお知らせしたとおり、10 月から休祭日救急医療センター（大仙市

大曲保健センター内）を廃止し、その機能を救急指定病院である仙北組合総合病院に移して、

休日救急医療連携事業として新たにスタートします。

【診察の受け方】

　10 月１日以降の日曜日や祝日などに仙北組合総合
病院の救急外来を利用する場合は、まず正面入口を入

り右手にある「救急外来受付」にて受け付けをしてく

ださい。

　受け付け後、看護師の問診により、指定された次の

３つの処置室のいずれかに案内され診療を受けるこ

とになります。

①救急指定病院としての救急処置室

	 （病院医師２人　午後は１人）

②休日救急医療連携事業としての救急処置室

	 （医師会から派遣される医師１人）

③日曜小児救急医療事業としての救急処置室

	 （病院小児科医又は医師会派遣小児科医１人）

	 ※日曜小児救急医療事業は祝日・年末年始は休み

『休日救急医療連携事業』

＊診 療 日／日曜日、祝日、年末年始

＊診療時間／午前９時〜午後３時

＊診療場所／仙北組合総合病院

＊診療科目／内科・小児科

※詳細については問い合わせください。

【問い合わせ】

	 広域事務局管理課☎ 0187-62-5187 まで

【お願い】
　救急医療体制は、通常時の診療体制とは違い

比較的重篤で緊急を要する方をできるだけ早く

診療することを大きな目的としています。
　多くの患者さんで混み合いますと診療が遅れ

てしまうこともありますので、緊急時以外は平

日の通常の診療時間に受診してくださるようお

願いします。

【会計について】

　仙北組合総合病院での診療扱いとなるため、会計は

翌日以降の平日となりますのでご協力をお願いします。

診療開始は
10 月５日（日）から

【駐車場について】

　病院の駐車場をご利用ください。30分まで無料で
す。受診された方で 30分を過ぎる場合は、申し出に
より 10時間まで 100 円で駐車可能なサービス券が発
行されますので、救急外来受付に駐車券を提示して

ください。　　　　　　　　　　　　　　　

仙北組合総合病院内、休日救急処置室前。

DAISEN City Public Relations 2008.9.13

正面入口

救急外来受付

休日救急処置室
日曜小児
救急処置室

待合室 待合室

待合席

待
合
席

組合病院
救急処置室

休日救急医療受診の流れ

通常は脳外科外来 通常は外科外来
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情
報
収
集
・
伝
達
訓
練

15
日
︵
水
︶
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分

　
災
害
発
生
直
後
の
情
報
収
集
か

ら
、
被
災
し
た
自
治
体
に
お
け
る

緊
急
消
防
援
助
隊
の
要
請
と
、
そ

の
応
援
を
受
け
る
ま
で
の
一
連
の

情
報
伝
達
・
連
絡
体
制
を
検
証
し

ま
す
。

　
実
際
の
災
害
発
生
時
に
使
用
す

る
通
信
機
器
を
使
用
し
て
訓
練
を

行
い
ま
す
。

部
隊
参
集
訓
練

15
日
︵
水
︶
正
午
～
午
後
３
時

　
応
援
要
請
を
受
け
た
緊
急
消
防

援
助
隊
が
、
迅
速
に
被
災
地
へ
到

4 3

着
す
る
た
め
の
効
率
的
な
出
動
体

制
を
検
証
し
ま
す
。
各
道
県
ご
と

に
車
列
を
組
み
訓
練
会
場
へ
参
集

し
ま
す
。

野
営
訓
練

15
日
︵
水
︶
午
後
３
時
か
ら

16
日
︵
木
︶
午
前
８
時
ま
で

　
隊
員
の
食
事
と
休
息
を
確
保
す

る
訓
練
と
し
て
、
各
部
隊
ご
と
に

大
型
テ
ン
ト
を
設
営
し
て
訓
練
会

場
に
一
晩
宿
泊
し
ま
す
。
特
殊
車

両
の
ひ
と
つ
、
後
方
支
援
車
の
活

用
訓
練
で
も
あ
り
ま
す
。

部
隊
運
用
訓
練

16
日
︵
木
︶
午
前
９
時
～
11
時
35
分

　
実
災
害
を
想
定
し
た
実
践
的
か

つ
高
度
な
11
種
目
の
訓
練
を
行
い

ま
す
。

①
多
重
衝
突
・
橋
梁
崩
落
事
故
救

出
救
護
訓
練

②
救
護
所
設
置
運
用
訓
練

③
倒
壊
物
下
敷
き
車
両
救
出
救
護

訓
練

④
倒
壊
建
物
救
出
救
護
訓
練

⑤
列
車
横
転
事
故
救
出
救
護
訓
練

⑥
特
殊
災
害
救
出
救
護
訓
練
（
含

傷
病
者
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搬
送
訓

練
）

⑦
土
砂
崩
れ
災
害
救
出
救
護
訓
練

⑧
高
速
道
路
法
面
崩
壊
事
故
救
出

救
護
訓
練

⑨
座
屈
ビ
ル
救
出
救
護
訓
練

⑩
高
層
建
築
物
救
出
救
護
訓
練

⑪
遠
距
離
送
水
・
延
焼
阻
止
線
設

定
訓
練
・
空
中
消
火
訓
練

市
内
で
大
規
模
災
害
発
生
を
想
定

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
へ
対
応
し
た
訓
練
を
行
い
ま
す

緊
急
消
防
援
助
隊

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
訓
練

市
を
会
場
に
「
平
成
20
年
度

緊
急
消
防
援
助
隊
北
海
道
・

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
訓
練
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
訓
練
は
全
国
を
６
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
け
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の

翌
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。
被
災
地
だ
け
で
は
対
応

し
き
れ
な
い
大
規
模
災
害
を
想
定

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を
行
い
、

実
災
害
に
速
や
か
に
対
応
で
き
る

か
を
検
証
し
ま
す
。

　
今
年
６
月
14
日
に
発
生
し
た
「
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
」、
７
月
24

日
の
「
岩
手
県
沿
岸
北
部
地
震
」
で
も
緊
急
消
防
援
助
隊
が
要
請
さ
れ
、

毎
年
行
わ
れ
て
き
た
こ
の
訓
練
が
災
害
現
場
で
生
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
訓
練
終
了
後
に
は
、
訓
練
に
使
用
し
た
特
殊
車
両
や
消
防
防
災
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
、
大
型
テ
ン
ト
の
展
示
も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん

ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

　
訓
練
で
は
、
市
内
を
震
源
と
す

る
直
下
型
地
震
の
発
生
を
想
定
。

こ
れ
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
発

生
に
対
応
す
る
た
め
、
北
海
道
か

ら
新
潟
県
ま
で
の
消
火
・
救
助
・

救
急
隊
・
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
な
ど
１
９
７
部
隊
・
７
０
９

人
の
隊
員
が
参
集
し
ま
す
。

　
ま
た
陸
上
自
衛
隊
や
航
空
自
衛

隊
、
県
内
病
院
・
地
元
医
師
会
派

遣
の
災
害
医
療
チ
ー
ム
も
参
加
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を
行
い
ま
す
。

会場／雄物川河川緑地運動公園

10/15 水・16 木
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銅線やキュービクルを売り払います
市有財産の一般競争入札

　市で使用しなくなった銅線およびキュービクルを、一般競争入札に

より売却します。売却物品をご覧になりたい方は事前に連絡ください。

　詳しい内容については、市のホームページをご覧になるか、協和

総合支所地域振興課まで問い合わせください。

◆現地説明会／９月 19日（金）午後１時 30分〜
◆集合場所／旧マインロード荒川跡地（協和地域荒川地区）

◆申し込み先／協和総合支所地域振興課（協和庁舎３階）

◆申込受付期間／９月３日（水）から 11日（木）
までの午前９時〜午後５時

◆入札日時／９月25日（木）午前９時〜
◆入札会場／協和庁舎大会議室（４階）

【問い合わせ・申し込み】

	 協和総合支所地域振興課

	 ☎ 018-892-3706 まで
	 http://www.city.daisen.akita.jp/	

品名 メーカー 形式 年式 仕様

キュービクル 三菱
	SF-T 形 1種 1992 年 単相 -75KVA
	SF 形 1種 1992 年 単相 -10KVA

品名 種類 総延長 総重量

銅線
　　ＣＶＴ（4種類） 166m 690.05㎏
　　ＣＶ３芯（4種類） 3,965m 2478.25㎏

※銅線の表示は概数

入札物件

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

　
10
月
１
日
、
全
国

で
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
住
宅
・
土
地
に
関

す
る
最
も
基
本
的
な
調
査
で
、
国

や
都
道
府
県
・
市
区
町
村
が
住
生

活
基
本
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
施
策

な
ど
を
立
案
す
る
た
め
の
大
切
な

資
料
と
な
り
ま
す
。

　
調
査
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に

は
、
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が

調
査
票
を
持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、
調
査
票
へ
の
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
内
容
は
統
計
を
作

成
す
る
た
め
の
み
に
使
用
す
る
も

の
で
、
そ
の
ほ
か
の
目
的
に
は
一

切
使
用
し
ま
せ
ん
。

市内保育園を運営する
社会福祉法人「大空大仙」
の保育士募集

　市内の保育園を運営する社会福

祉法人大空大仙の職員（保育士）を

募集します。

　受験申込書は大空大仙事務局に

あるほか、大仙市のホームページ

からもダウンロードすることがで

きます。

◆職種・定員／保育士・若干名

◆応募資格／保育士証、幼稚園教

諭免許のどちらも取得している

方、または平成 21 年４月１日ま
でに取得見込みの方

◆申し込み方法／受験申込書を期

限まで事務局へ持参するか郵送

で提出してください。（期限まで

必着）

◆申込受付期間／９月８日（月）

から 18 日（木）までの午前８時
30 分〜午後５時（土曜・日曜日、
祝日は除く）

◆一次試験日時／ 10 月５日（日）
午前９時〜

◆試験会場／中仙農村環境改善セ

ンター（市役所中仙庁舎隣り）

◆試験内容／一般教養試験、職場

適応性検査、作文

※二次試験の詳細は、一次試験合格者

に通知します。

【問い合わせ・申し込み】

	 社会福祉法人「大空大仙」事務

局（中仙庁舎内）

	 ☎ 0187-56-7677 まで
	 〒 014-0203
	 大仙市北長野字茶畑 141
	 http://www.city.daisen.akita.jp/

補
助
上
限
を
増
額

電
気
式
生
ご
み
処
理
機

補
助
金

　
家
庭
で
で
き
る
、
ご
み
の
減
量

化
や
た
い
肥
へ
の
有
効
利
用
の
た

め
、
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
購
入

費
用
を
一
部
補
助
し
ま
す
。
交
付

を
受
け
た
方
に
は
、
ご
み
の
減
量

成
果
や
た
い
肥
の
利
用
効
果
に
つ

い
て
の
モ
ニ
タ
ー
を
お
願
い
し
ま

す
。「
平
成
20
年
度
版
ご
み
排
出

の
手
引
き
」
に
も
詳
細
が
載
っ
て

い
ま
す
。

◆
期
間
／
22
年
３
月
31
日
ま
で

（
２
年
間
）

◆
補
助
額
／
電
気
式
生
ご
み
処

理
機
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内

で
、
補
助
上
限
５
万
円
（
昨
年

度
ま
で
は
上
限
額
２
万
円
）

◆
申
請
先
／
総
合
支
所
市
民
課
、

ま
た
は
環
境
課
（
大
曲
庁
舎
）

※
必
ず
購
入
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

︻
問
い
合
わ
せ
・
申
請
︼

	

各
総
合
支
所
市
民
課

	

環
境
課
（
大
曲
庁
舎
）

	

☎
０
１
８
７
（
63
）
１
１
１
１

内
線
２
７
５
ま
で

自動生ごみ処

理機。

▲銅線と ▼キュービクル。
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大
仙
市
立
中
学
校
生
徒

海
外
派
遣
事
業

　
市
で
は
、
国
際
感
覚
を
養
う
と

と
も
に
国
際
理
解
を
深
め
、将
来
、

地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
中

学
校
生
徒
海
外
派
遣
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
渡
航
費
用
の
一
部
を
市
が
補
助

し
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
方
は
各
中

結
婚
50
周
年
を
祝
い

大
仙
市
金
婚
式

　
大
仙
市
金
婚
式
を
行
い
ま
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
夫
婦
は
、
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
押

印
の
う
え
、
現
在
住
ん
で
い
る
地

域
の
総
合
支
所
市
民
課
、
大
曲
地

域
の
方
は
援
護
福
祉
課
ま
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
、
後
日

詳
細
を
連
絡
し
ま
す
。

※
申
込
用
紙
は
市
役
所
の
各
担
当
窓

口
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
／
今
年
度
中
に
結
婚
50
周

年
を
迎
え
る
夫
婦
（
昭
和
33
年

４
月
２
日
か
ら
昭
和
34
年
４
月
１

日
ま
で
に
結
婚
）

◆
日
時
／
10
月
７
日
（
火
）
午
前

10
時
～

◆
会
場
／
仙
北
ふ
れ
あ
い
文
化
セ

ン
タ
ー

◆
申
込
受
付
期
限
／
９
月
16
日

（
火
）

︻
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
︼

	

各
総
合
支
所
市
民
課

	

援
護
福
祉
課
高
齢
班

	

☎
０
１
８
７
（
63
）
１
１
１
１

内
線
１
６
９
ま
で

プロの女流棋士を迎えて
大仙市民交流将棋大会

　日本女子プロ将棋協会所属の２

人の女流棋士を招待して、大仙市

民交流将棋大会を行います。

　大会は各クラスに分かれて対局

し、参加者には記念品も差し上げ

ます。13日には、女流棋士との指
導講習や交流会も予定しています。

◆日時／９月 14 日 ( 日 ) 午前９時
受け付け（10時対局開始）

◆会場／仙北ふれあい文化センター

◆参加費／【一般】1,500 円【高・大学生】1,000 円
	【小・中学生】500 円※昼食代を含む

◆その他／最高位戦（選抜）、Ａクラス＝３段格以上、Ｂクラス

＝初段〜２段格、Ｃクラス＝一級程度、初級＝小学生ほか

◆女流プロ棋士／石橋幸緒女流王位、船戸陽子女流２段

【問い合わせ・申し込み】

	 教育委員会生涯学習課☎ 0187-63-1111 内線 339 まで

　
市
で
は
、
地
域
住
民
団
体
の
介

護
予
防
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
え
が

お
☆
キ
ラ
リ
事
業
（
地
域
住
民
自

主
グ
ル
ー
プ
支
援
事
業
）
」
を
行
い

ま
す
。

　
事
業
で
は
、
専
門
の
講
師
を
各

会
場
に
派
遣
し
、
介
護
予
防
の
た

め
の
講
話
や
体
操
、
栄
養
指
導
、

口
腔
ケ
ア
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
仲
間
と
一
緒
に
充
実
し
た
活
動

を
行
い
、
介
護
予
防
に
取
り
組
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

◆
対
象
／
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
方
々
で
組
織
さ
れ
た
団
体

◆
会
場
／
各
団
体
の
希
望
に
応
じ

ま
す

◆
定
員
／
各
地
域
２
団
体
（
計
16

団
体
）
※
先
着
順

◆
申
込
受
付
期
限
／
９
月
22
日

（
月
）

︻
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
︼

	

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
中
央

	

（
大
曲
庁
舎
）

	

☎
０
１
８
７
（
63
）
１
１
１
１

内
線
１
４
５
・
１
４
４

	

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
東
部

	

（
中
仙
庁
舎
）

	

☎
０
１
８
７
（
56
）
７
１
２
５

	

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
西
部

	

（
西
仙
北
庁
舎
）

	

☎
０
１
８
７
（
87
）
３
９
７
０

ま
で

み
ん
な
で
取
り
組
む
介
護
予
防

「
え
が
お
☆
キ
ラ
リ
事
業
」
参
加
団
体
を
募
集

男女共同参画「男性料理教
室」そば打ち教室

　今年２回目となる男性料理教室を

行います。家事参加への第一歩は料理

から、みなさんの参加をお待ちしてい

ます。

◆対象／市内在住の男性

◆日時／ 10 月７日（火）午前９時〜
午後１時 30分
◆会場／学校給食総合センター（大曲

地域内小友地区）

◆定員／ 10人
◆参加費／ 1,000 円（保険料を含む）
◆申込受付期限／９月 12日（金）
◆持参するもの／エプロン、三角きん

【問い合わせ・申し込み】

	 男女共同参画・交流推進課

	 ☎ 0187-63-1111 内線 299 まで

学
校
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
派
遣
先
／
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

◆
日
程
／
１
月
４
日
（
日
）
か
ら

12
日
（
月
）
ま
で

◆
申
込
受
付
期
限
／
９
月
10
日

（
水
）

︻
問
い
合
わ
せ
︼

	

市
内
の
各
中
学
校

	

教
育
研
究
所

	

☎
０
１
８
７
（
63
）
９
４
０
０

ま
で

昨年の金婚式。

船戸陽子 女流２段石橋幸緒 女流王位

 日時／９月 13 日（土）

 【指導講習】午後３時～（無料）

 【交流会】午後６時～（6,000 円）

 会場／史跡の里交流プラザ「柵の湯」
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６
歳
未
満
の
幼
児
を
自
動
車
に
乗

せ
る
場
合
、
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
着
用
す
る

こ
と
は
、
運
転
者

の
義
務
で
す
。

資源ごみ集団回収
補助金

　自主的に資源ごみ回収に取

り組む団体に補助金を交付し

ます。補助期間は 22 年３月ま
での２年を予定しています。

◆対象団体／自治会、学校、

婦人会など

◆回収対象となるごみ／資源

ごみ（古紙類や缶類、一升びん

やビールびん、牛乳びんなど繰

り返し利用することのできるリ

ターナブルびん類）

◆補助額／回収量１㎏当たり

２円

◆申請先／各総合支所市民課、

または環境課（大曲庁舎）

持参するもの／リサイクル処

理されたことと、その量が

分かる計量票、受領書など

の書類

【問い合わせ・申請】

	 各総合支所市民課

	 環境課（大曲庁舎）

	 ☎ 0187-63-1111
	 内線 275 まで

該
当
す
る
町
内
会
等
は

期
限
ま
で
に
申
請
を

町
内
集
落
会
館
建
設
費

等
補
助
金

　
市
で
は
、
町
内
会
等
が
自
主
運

営
し
て
い
る
集
落
会
館
の
、新
築
・

増
改
築
お
よ
び
補
修
・
浄
化
槽
設

置
を
行
う
場
合
、
費
用
を
一
部
補

助
す
る
「
町
内
集
落
会
館
建
設
費

等
補
助
金
制
度
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
今
年
度
は
随
時
、
申
請
受
け
付

け
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
制
度
の

運
用
を
見
直
し
、
21
年
度
は
申
請

期
限
を
設
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
来
年
４
月
以
降
に
当
制
度
を
利

用
し
、
集
落
会
館
の
新
築
・
増
改

築
お
よ
び
補
修
・
浄
化
槽
設
置
を

計
画
し
て
い
る
町
内
会
は
、
期

限
ま
で
に
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
な
お
、
工
事
は
21
年
４
月
以
降

の
実
施
と
な
り
ま
す
の
で
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

◆
申
込
受
付
期
限
／
10
月
31
日

（
金
）

︻
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
︼

	

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

	

総
合
政
策
課

	

☎
０
１
８
７
（
63
）
１
１
１
１

内
線
２
３
７
ま
で

今年は参加 170 チーム
全県 500 歳野球大会

　第 30 回全県 500 歳野球大会が
５日間の日程で、神岡野球場を

主会場に行われます。（全11会場）

　今回は 170 チームが参加予定
です。往年の名プレーヤーの活

躍のほか、参加選手による大規

模な開会式も見応え十分です。

◆期間／９月 20 日（土）から
24 日（水）まで
※開会式は９月 20 日（土）午前７

時から神岡野球場で実施

◆試合会場／神岡野球場ほか 10
会場

【問い合わせ】

	 神岡総合支所地域振興課

	 ☎ 0187-72-4601 まで

期日が一部変更にな
りました
協和地域の健康相談日

◆日時／

	【淀川分館】９月５日（金）

午後１時 30分〜３時
	【下タ村会館】９月９日（火）

午前 10時〜 11 時 30 分
【問い合わせ】

	 健康増進センター協和分室

	 ☎018-892-2003まで

知
っ
て
る
よ

　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
が

僕
の
席

　
　
大
仙
市
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　
　
着
用
使
用
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
標
語

大規模な 500 歳野球の開会式。

ご協力をお願いします
耕作放棄地全体調査

　９月上旬から、市内全域で農地パ

トロールに併せて耕作放棄地の実態

を把握する「耕作放棄地全体調査」

を行います。

　この調査は、耕作放棄地の実態

を把握し、解消に向けた今後の計

画のために行うものです。

　調査のため農業委員、市職員、

統計情報センター職員が農地に立

ち入る場合がありますので、ご協

力をお願いします。

【問い合わせ】

	 東部農業委員会☎0187-63-8970
	 西部農業委員会☎ 0187-75-2962
	 各総合支所農林振興課

	 本庁農林振興課

	 ☎ 0187-63-1111 内線 279 まで

国民健康保険証の更新

　10月１日から国民健康保険被保
険者証が新しくなります。

　国保に加入されている方には、

９月下旬に世帯主あてに全員分の

保険証を郵送します。

　有効期限が切れた保険証は

各自で廃棄をお願いします。

【問い合わせ】

	 各総合支所市民課

	 国保年金課☎ 0187-63-1111
	 内線 103･128･150 まで

国民健康保険
被保険者証（写

真 手 前 ） と 国
民健康保険退
職被保険者証
の見本。

見本
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平成 20 年度大仙市成人式
頼もしい成人になることを誓う

　市内 12 中学校出身者で構成された実行委員会（門脇
裕貴実行委員長・太田）による大仙市成人式が８月 15 日、
大曲市民会館を会場に挙行され、対象者 1,036 人（男
544 人、女 492 人）のうち 826 人（男 427 人、女 399 人）
が出席。再会と新成人としての門出を祝いました。

　式典では、「成人式とは成人になるという責任を自覚

し 20 歳を意識すること、自分が何に向かうかを考え、
目標とされるような人になりたい。そのためには与えら

れた時間を有効に使用し努力したい」と門脇実行委員長

があいさつ。三浦豪太さん（大曲）、千葉愛美さん（同）

が「新成人としての意識を持って、ふるさと大仙の発展

のために寄与したい」と力強く誓いのことばを述べまし

た。

　最後には、新成人の小・中学校時代の恩師が中心となっ

て組織した「恩師・先生バンド」による記念演奏。なつ

かしい映像をバックに長渕剛の「しあわせになろうよ」

や 24 時間テレビのテーマソング「サライ」が演奏され
大盛り上がり。手渡されたペンライトを左右に振りなが

ら、会場が一体感に包まれました。

成人式では、友人たちとの再会と 20 歳の門出を祝いました。

第３回畜産共進会・畜産まつり
地元の食品とを消費拡大

　７月 26 日、「第３回大仙・仙北・美郷畜産共進会と畜産
まつり」が大曲家畜市場で行われました。

　畜産共進会には、肉用牛 61 頭、乳用牛５頭、ウサギ 34
羽が出陳され、日ごろの家畜改良への取り組みや飼養技術

の成果を競い合いました。

　夕方から行われた畜産まつりでは、表彰式と消費拡大を

目的とした県産牛肉や牛乳などの地域特産物の販売のほ

か、仙北和牛のバーベキューや歌謡ショーなど、盛りだく

さんのイベントが行われ、会場は親子連れなどで賑わいま

した。

共進会では出陳された牛の肉付きなどを審査。

東長野ささら「祖師の碑」移転修復完成
地域の伝統芸能を保存継承

　７月 27 日、中仙地域東長野地区で「ささら祖師・
岩澤佐助の碑」の修復・移転に伴う完成の神事とさ

さら舞の奉納が行われました。

　この碑は、400 年前に伝統芸能「東長野ささら」
を地区に伝えたという岩澤佐助を敬い大正 15 年に
建立されたもの。ひび割れや傾きが大きくなり、倒

壊の恐れもあっ

たため、東長野

部落会（高橋昭則

代表）と東長野さ

さら保存会（高橋

貫一会長）が地域

枠予算事業の補

助を受け修復・

移転を行いまし

た。

ささら舞は、大型の獅子頭３頭が五穀豊穣や天下泰平を祈

願してお盆に舞う獅子踊りで、県民俗無形文化財に指定さ

れ、中仙地域では、長野地区と東長野地区の２つの地区で

伝承されています。
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水神社「線刻千手観音等鏡像」ご開帳
県内唯一の国宝が一般公開

　８月 17 日、中仙地域豊川地区の水神社で例大祭が行われ、
秋田県唯一の国宝「線刻千手観音等鏡像」が一般公開されま

した。年に一度の公開日に、地元はもとより県内外から約 200
人の拝観者が訪れました。

　拝観者は、国宝に指定された繊細な模様を一目見ようと、身

を乗り出して見る角度を変えながら熱心に観察していました。

　この御神鏡は、青銅製で直径 13.5cm、厚さ６mm、重さ
525g の八稜鏡で、表面はスズのメッキを施し、中央に千手観
音菩薩立像とその周囲に観音八部衆、両側に婆蘇仙や功徳天の

姿を精巧ちみつなタガネ跡の毛彫線でつづられています。

　８月 15・16 日、東大曲小学校区を中心と
する住民団体「曲陽会」（冨樫公一郎会長）に

よる、国指定重要文化財「古四王神社」の見

学会ならびに夜間のライトアップが行われ、

見学者は暗闇に浮かぶ約 430	年前の歴史的木
造建築物を鑑賞しました。

　古四王神社本殿は、室町時代末期の元亀元

年（1570 年）に飛騨の匠によって建てられ、

昭和 25 年に秋田県内最初の国重要文化財に
指定されています。

古四王神社ライトアップ
いにしえの匠の技が光る

小学生「親子ものづくり教室」
大曲工業高校生が指導

　市内小学生とその保護

者を対象に「親子ものづ

くり教室」が８月５日に

行われ、小学生 64 人と
保護者 52 人の計 116 人
が参加しました。

　大曲工業高校の教育活

動の一環として昨年度に

引き続いての開催。機械

科がソーラーカー、電気

科が電子ピアノ、土木・

建築科が橋の模型、鉢置

き、本立ての製作を担当

し、各工業科の生徒と職員が指導し、ものづくりの楽しさを子

どもたちに伝えました。

　ジョイフルシティ大曲を会場に行われた、ソーラーカー製作

には 29 人の児童が挑戦。組み立てキットを手渡された子ども
たちは車輪や太陽電池パネルの組み立て、配線などに悪戦苦闘

する場面も見られましたが、高校生のていねいな指導でオリジ

ナルカーを完成。最後に屋上でミニレースを行い、手作りカー

の出来栄えを競いました。

高校生のていねいな指導を受けながら

製作する参加者。

ライトアップされた古四王神社を見学する参加者。

来場者はみんな真剣な表情で国宝を鑑賞していました。
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第 17 回魁星旗争奪全県 550 歳野球大会
軍配は大館グリーンクラブに

　第 17 回魁星旗争奪全県 550 歳野球大会が、８月２日から
の 3日間、南外山村運動広場を主会場に南外地域内の 4つの
グラウンドで行われ、県内のシニア野球の強豪 24 チームが
熱戦を繰り広げました。

　地元対決となった楢岡クラブ（南外地域）と神岡大浦クラ

ブ（神岡地域）の一戦は、中盤までに大量得点を上げた神岡

大浦クラブが勝利。市内出場 4チームの中で唯一２回戦に駒
を進めましたが、湯城クラブ（湯沢市）に破れ、大曲クラブ（大

曲地域）以来 8年ぶりの市内チーム優勝の夢は絶たれました。
　決勝は、これまで4度の優勝を誇る大館グリーンクラブ（大館
市）と、準決勝で前回大会優勝の秋銀クラブ（秋田市）を破り勢

いに乗る土崎くらぶ（秋田市）の対決。初回3点を先制した大館
グリーンクラブが追加点を重ねながら土崎くらぶの反撃を抑え、

６対２で快勝。大会記録タイとなる５度目の優勝を飾りました。

仙北キッズ学びぃ教室
難問に挑戦した子どもたち

　７月23日・24日、仙北公民館で「第１回仙北キッ
ズ学びぃ教室」が行われました。

　この教室は、子どもたちが夏休み中に楽しく勉

強に取り組み、児童の学力向上と地域の人材育成

のために行われたもの。教室では、学びぃ教室

（鈴木儁会長）会員のほか、公民館職員や地域住民、

退職した教師、市内の高校生がボランティアで講

師を務め、高梨小・横堀小の 42 人の子どもたち
に勉強を教えました。

参
加
し
た
佐
々
木
さ
く
ら
さ
ん

（
横
堀
小
３
年
）
は
「
や
さ
し
く

教
え
て
も
ら
い
、
算
数
が
良
く
分

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

大
会
記
録
と
な
る
５
度
目

の
優
勝
を
果
た
し
た
大
館

グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
。

第６回学童相撲唐松大会
はっけよいのこった

　８月 15 日、協和地域の唐松神社境内土俵で「第６回学童相
撲唐松大会」が行われました。

　この大会は、唐松神社奉納相撲として江戸時代初めから開

かれている歴史のある相撲大会で、子どもの健全育成を目的

に学童相撲大会としてからは６回目。当日は地域内外から 23
名の小学生が参加し、本物の力士さながらの取り組みをかわ

しました。各部門の成績は次のとおりです。

【団体の部】▽第１位＝仁井田小学校Ａ▽第２位＝協和柔道ス

ポーツ少年団Ａ▽第３位＝下北手小学校Ａ【個人低学年の部】▽

第１位＝安田拓斗（下北手小学校）▽第２位＝進藤丈（下北手小学

校）▽第３位＝鈴木康太（協和柔道スポーツ少年団）【個人高学年の

部】▽第１位＝中村侑真（仁井田小学校）▽第２位＝浜野隼也（仁

井田小学校）▽第３位＝佐々木彪太（仁井田小学校）≪敬称略≫

ＪＡ職員が道路をクリーンアップ
大曲の花火の前に通りをきれいに

　８月16日、全国花火競技大会を前にＪＡ秋田お
ばこ（藤村正喜代表理事組合長）が大曲駅前から飯田

線、旧国道13号、花火通りなど４つの通りのクリー
ンアップを行いました。

　ＪＡ秋田おばこは今年で合併 10 周年。日ごろ
お世話になっている地域に貢献したいと、大曲の

花火に合わせ記念のクリーンアップを行いまし

た。

　参加した職員約 600 人は、各部・支店ごとに分
かれながらそれぞれ清掃活動に取り組みました。

清
掃
作
業
に
取
り
組
む
JA
職
員
。
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大
曲
地
域
の
高
関
上
郷
半
在
家
の
、
ほ
場
整

備
事
業
を
し
て
い
る
水
田
か
ら
、
平
安
時
代
の

も
の
と
み
ら
れ
る
水
田
跡
が
見
つ
か
り
、
８
月

９
日
、
現
地
で
見
学
会
が
行
わ
れ
約
１
６
０
人

が
訪
れ
ま
し
た
。

　
平
安
時
代
ま
で
の
水
田
跡
は
、
県
内
で
は
横

山
遺
跡
（
由
利
本
荘
市
）
、大
見
内
遺
跡
（
横
手
市
）

に
続
き
３
例
目
で
、
地
名
か
ら
「
半
在
家
遺
跡
」

と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
判
明
し
た
だ

け
で
約
１
㌶
の
広
さ
に
、
あ
ぜ
に
区
切
ら
れ
た

田
ん
ぼ
６
枚
計
７
２
８
平
方
㍍
と
自
然
の
小
川

３
本
、
自
然
の
川
を
改
良
し
た
よ
う
な
用
水
路

１
本
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
周
辺
に
は
平
安
時
代
の
遺
跡
が
ま
と
ま
っ
て

お
り
、
遺
跡
は
窪
関
川
と
川
口
川
に
挟
ま
れ
た

沖
積
地
に
位
置
し
、
現
況
は
水
田
。
遺
跡
の
中

央
を
北
か
ら
南
へ
流
れ
る
河
川
周
辺
に
平
安
時

代
の
水
田
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
回
り

の
良
い
小
川
沿
い
に
作
ら
れ
た
水
田
は
、
当
時

の
姿
が
非
常
に
良
く
残
っ
て
お
り
、
県
内
で
の
数
少
な
い
水
田

跡
と
し
て
も
貴
重
な
も
の
で
す
。

　
水
田
跡
の
ほ
か
に
も
祭さ

い

祀し

に
使
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
土
器
や

炭
化
米
、
田
ん
ぼ
を
耕
す
と
き
に
使
用
し
た
と
み
ら
れ
る
ク
ワ

や
柄
の
よ
う
な
棒
も
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
土
器
な
ど
が
見
つ
か
っ
た
地
層
に
は
９
１
５
年
に
噴
火
し
た

十
和
田
湖
の
火
山
灰
の
層
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
遺
跡
を

平
安
時
代
と
推
測
。
出
土
し
た
土
器
の
破
片
に
は
「
吉
」「
大
」

な
ど
の
文
字
が
書
か
れ
た
も
の
も
あ
り
、
一
般
集
落
か
ら
は
あ

ま
り
出
土
し
な
い
「
墨ぼ

く

書し
ょ

土ど

器き

」
と
み
ら
れ
も
の
が
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
場
所
か
ら
約
３
㌔
南
東
に
平
安
時
代
の
行
政
府
と
さ
れ

る
「
払
田
柵
跡
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
化
財
保
護
課
で
は
、「
収

穫
さ
れ
た
コ
メ
が
税
の
一
部
と
し
て
納
め
ら
れ
て
い
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。
払
田
柵
跡
周
辺
の
稲
作
の
展
開
を
知
る
上
で
貴
重
」

と
評
価
し
、
調
査
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

平安時代の水田跡を発掘

「半
は ん

在
ざ

家
け

遺跡」（大曲地域四ツ屋）

河川から水田に水を引いた様子の説明を受ける見学者。

河川跡から出土したクワ。

一般集落からあまり出土しな

い墨書土器。「吉」「大」「田也」

といった文字が見られる。

協和保育園「ゆうすずみかい」
大空大仙になって初の企画

　今年設立された社会福祉法人大空大仙が運営する協和

保育園で、こ園児たちが健康に夏を乗り越えられるよう

にと「夕涼み会」が行われました。

　このイベントは保護者と園の協力で毎年行われており今年

で31回目を迎えましたが、大空大仙の運営となって初めて
の企画。職員は「大空大仙」のはんてんをまとい、年長児は

唐松太鼓の演奏のなか自分たちで製作したみこしを担ぎ、年

中・年少児がまといを振って元気

に応援しました。

　また、お茶会や給食の人気

おやつが並ぶ夜店、園児が丹

誠込めて育てた鉢植えや野菜

が並べられるなど、来場者を

楽しませました。

園児、職員、保護者、地域住民など

約 400 人でにぎわいました。

南外西小学校森林教室
みどりへの関心高めよう

　７月 21 日、南外西小学校森林教室が校舎隣接の天神
森（南外地域下湯ノ又地内）で行われ、同小の４年生児童

とその保護者らおよそ 40人が参加しました。
　この事業は、秋田林友会大曲支部や秋田森林管理署な

どが、子どもたちに身近な自然に生育している山野草や樹

木と親しんでもらい、森林が果たしている役割などを学ぶ

機会を提供しようと、これま

でも市内の各小学校で行って

きました。

　参加した児童は、案内人の

説明に慣れ親しんだ裏山のこ

れまで知りえなかった一面を

発見しながら、森林散策を楽

しんでいました。

山野草について学ぶ参加者。
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彩夏せんぼく平安行列

ドンパンまつり花火

角間川の盆踊り

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

角
間
川
盆
踊
り

　
８
月
16
日
、
市
指
定
無
形
民
俗

文
化
財
「
角
間
川
盆
踊
り
」
が
行

わ
れ
約
３
５
０
人
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
角
間
川
の
盆
踊
り
は
、
笛
や
太

鼓
の
お
は
や
し
や
踊
り
が
優
雅

で
、
踊
り
手
の
手
や
足
の
運
び
な

ど
が
上
品
で
風
流
な
踊
り
で
す
。

　
大
正
末
期
に
江
戸
歌
舞
伎
の
初

代
市
川
左
団
次
の
高
弟
だ
っ
た
藤

田
庄
八
が
、
町
民
に
教
え
踊
ら
せ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
角
間
川
地
区
の
中
上
町
で
行
わ

れ
た
盆
踊
り
で
は
、
す
げ
笠
に
揃

い
の
浴
衣
姿
の
角
間
川
盆
踊
り

保
存
会
や
地
元
の
方
々
な
ど
約

１
２
０
人
が
、
か
が
り
火
を
囲
み

踊
り
の
輪
を
作
り
ま
し
た
。

夏
ま
つ
り
大
曲

子
ど
も
樽
み
こ
し

　
８
月
２
日
、
花
火
通
り
商
店
街

を
会
場
に
夏
ま
つ
り
大
曲
が
行
わ

れ
、
訪
れ
た
方
々
が
各
種
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
夜
に
は
花
火
通
り
商
店
街
で
踊

り
の
広
場
が
行
わ
れ
、
約
２
０
０

人
の
参
加
者
が
揃
い
の
は
ん
て
ん

や
浴
衣
姿
で
踊
り
の
輪
を
作
り
ま

し
た
。

　
そ
の
ほ
か
通
り
約
３
０
０
㍍
に

わ
た
る
ス
ト
リ
ー
ト
花
火
や
フ
ィ

ナ
ー
レ
の
打
ち
上
げ
花
火
が
来
場

者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
３
日
に
は
、
大
町
交
差
点
で
大

曲
地
域
の
各
子
ど
も
会
に
よ
る

「
子
ど
も
樽
み
こ
し
」
が
行
わ
れ
、

23
基
の
み
こ
し
と
子
ど
も
た
ち

が
、
ま
ち
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

ド
ン
パ
ン
祭
り

　
８
月
16
日
、
第
24
回
「
ド
ン
パ

ン
祭
り
」
が
中
仙
庁
舎
前
の
ド
ン

パ
ン
広
場
で
行
わ
れ
、
約
４
万
人

の
観
客
が
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
祭
り
で
は
、地
域
の
園
児
や
小
・

中
学
生
に
よ
る
太
鼓
や
踊
り
、
神

楽
、
さ
さ
ら
舞
、
吹
奏
楽
な
ど
が

披
露
さ
れ
、
夕
方
か
ら
は
大
神
成

菅
原
太
鼓
に
よ
る
力
強
い
太
鼓
の

演
奏
や
桜
秀
心
舞
の
ヤ
ー
ト
セ
演

舞
、
秋
田
市
か
ら
迎
え
た
竿
燈
妙

技
が
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
メ
ー
ン
の
ド
ン
パ
ン
踊
り
で
は
、

会
場
い
っ
ぱ
い
に
踊
り
の
輪
が
広

が
り
、
ロ
ッ
ク
ド
ン
パ
ン
が
流
れ

る
と
、盛
り
上
が
り
は
最
高
潮
に
。

最
後
は
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、

ま
つ
り
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

彩
夏
せ
ん
ぼ
く

　
８
月
15
日
、
彩
夏
せ
ん
ぼ
く

２
０
０
８
が
、
国
指
定
史
跡
で
あ

る
払
田
柵
跡
の
特
設
会
場
で
行
わ

れ
約
２
５
０
０
人
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
は
今
年
で
20
回
目
。
恒

例
の
魚
の
つ
か
み
捕
り
や
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
平
安
行
列

に
は
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
総

勢
１
０
０
人
が
参
加
し
、
平
安
時

代
の
衣
装
に
身
を
つ
つ
ん
だ
行
列

が
南
門
か
ら
登
場
す
る
と
、
会
場

か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り																							

ま
し
た
。

　
ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る

花
火
シ
ョ
ー
で
は
、
光
と
音
が
史

跡
の
夜
空
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
観

客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
西
仙
ま
つ
り

　
８
月
15
日
、
第
24
回
「
ふ
る
さ

と
西
仙
ま
つ
り
」
が
西
仙
北
地
域

の
雄
物
川
河
川
敷
で
行
わ
れ
、
約

４
０
０
０
人
の
見
物
客
が
訪
れ
ま

し
た
。

　
ま
つ
り
で
は
、
西
仙
北
地
域
の

児
童
生
徒
や
町
内
会
、
婦
人
団
体

の
方
々
が
丹
精
込
め
て
製
作
し
た

約
１
０
０
０
個
の
灯
ろ
う
を
雄
物

川
に
流
し
ま
し
た
。

　
灯
ろ
う
が
川
を
ゆ
っ
く
り
流

れ
、
川
面
に
幻
想
的
な
光
の
世
界

を
演
出
す
る
な
か
、
対
岸
か
ら
は

約
１
５
０
０
発
の
豪
華
な
花
火
が

打
ち
上
げ
ら
れ
、
夜
空
い
っ
ぱ
い

に
広
が
る
光
と
川
面
を
流
れ
る
灯

ろ
う
の
明
か
り
が
ま
つ
り
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。



DAISEN City Public Relations 2008.9.113

ふるさと西仙まつり

ドンパン踊りの輪

夏まつり大曲

踊りの広場

2008年の夏を彩った

大仙の夏祭り

子ども樽みこし

ふるさと西仙

まつり花火

彩夏せんぼく花火



「
８
カ
国
に
囲
ま
れ
た
国
」

　
ザ
ン
ビ
ア
は
南
部
ア
フ
リ
カ
の
中
央
部

に
位
置
し
て
お
り
、
８
カ
国
に
囲
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
８
カ
国
は
北
か
ら
時
計
回

り
に
、
コ
ン
ゴ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
マ
ラ
ウ

イ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
、
ボ

ツ
ワ
ナ
、
ナ
ミ
ビ
ア
、
ア
ン
ゴ
ラ
の
順
番

で
囲
ん
で
い
て
、
各
国
の
中
継
点
で
も
あ

り
、旅
行
者
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
ま
た
、

国
土
は
日
本
の
２
倍
で
す
が
、
人
口
は
日

本
の
10
分
の
１
く
ら
い
で
す
。
こ
の
こ
と

を
ザ
ン
ビ
ア
人
に
お
話
し
す
る
と
い
つ
も

驚
か
れ
ま
す
。

　
言
語
は
英
語
が
公
用
語
で
、
そ
の
ほ
か

ベ
ン
バ
語
、
ト
ン
ガ
語
、
ニ
ャ
ン
ジ
ャ
語

な
ど
現
地
語
を
含
め
る
と
73
言
語
も
あ
り

ま
す
。
す
べ
て
の
ザ
ン
ビ
ア
人
が
英
語
を

話
せ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
方
へ

行
け
ば
行
く
ほ
ど
、
現
地
語
を
話
す
人
が

多
い
で
す
。
そ
の
点
で
は
方
言
を
話
す
と

い
う
意
味
で
日
本
も
同
じ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
ち
な
み
に
私
の
配
属
先
は
首

都
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
人

が
英
語
を
話
し
ま
す
。

　
た
ま
に
世
間
話
に
な
る
と
現
地
語
で
の

会
話
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
と
き
は
私
も

片
言
な
が
ら
現
地
語
で
加
わ
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
や
は
り
現
地
語
で
会
話
を
す
る

と
、周
囲
の
反
応
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

「
言
葉
は
文
化
」
と
聞
き
ま
す
が
、
そ
の

地
域
の
言
葉
を
話
す
こ
と
で
親
近
感
が
沸

く
よ
う
で
す
。

「
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
ル
サ
カ
」

　
首
都
「
ル
サ
カ
」
に
つ
い
て
で
す
が
、

想
像
以
上
に
発
展
し
て
い
る
印
象
を
受
け

ま
し
た
。
ア
ー
ケ
ー
ド
と
い
う
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
へ
行
く
と
、
ス
ー
パ
ー
や
レ

ス
ト
ラ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
映
画
館
や
カ

フ
ェ
も
あ
る
の
で
、
生
活
に
は
不
自
由
し

ま
せ
ん
。
ま
た
、
日
曜
日
に
は
サ
ン
デ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
ザ
ン
ビ
ア
の
民
芸
品

を
売
る
市
場
も
あ
り
、
観
光
客
で
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
利
用
す
る
交
通
機
関
は
主
に
バ

ス
か
タ
ク
シ
ー
で
す
。「
ミ
ニ
バ
ス
」
と

呼
ば
れ
る
バ
ス
は
、
タ
ク
シ
ー
に
比
べ
て

料
金
が
10
分
の
１
程
度
で
済
む
の
で
大
変

経
済
的
な
の
で
す
が
、
各
バ
ス
は
乗
客
が

満
員
に
な
る
ま
で
走
ら
な
い
の
で
、
運
が

悪
い
と
歩
く
よ
り
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
急
ぎ

の
と
き
は
お
ス
ス
メ
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
、
日
本
か
ら
輸

出
さ
れ
た
中
古
車
で
基
本
的
に
は
青
く
ペ

イ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
日
あ
る
バ
ス

に
乗
っ
て
い
て
驚
い
た
の
が
、「
秋
田
県

交
通
安
全
協
会
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
車
内

に
張
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。

　
ザ
ン
ビ
ア
の
通
貨
は
ク
ワ
チ
ャ
（
Ｋ
）

で
す
。
Ｋ
30
が
１
円
程
度
で
す
。
ボ
ト
ル

７
５
０
ml
の
水
１
本
が
Ｋ
２
０
０
０
（
65

円
程
度
）
で
買
え
ま
す
。
ま
た
、
物
価
が

日
本
並
み
に
高
く
、
買
い
物
の
感
覚
は
日

本
に
い
る
と
き
と
同
じ
で
す
。

　みなさん、こんにちは。青年海外協力隊としてザンビア
へ赴任している黒澤隼人です。
　 こ ち ら で は、 地 方 自 治 住 宅 省（Ministry of Local 
Government and Housing）というところで、主にコン
ピューターを用いた財務管理の指導をしています。
　広報だいせんを通して、こちらの活動や生活をお伝え
したいと思います。今回は、ザンビアはどんな国なのかを
みなさんにご紹介します。

ザンビアからの手紙 01

Hello  my  friends

青年海外協力隊　黒 澤 隼 人

①上空から見た首都「ルサカ」は、想像以上に発展している。②観光客でにぎわう「サ
ンデーマーケット」には、民芸品を扱う店も。③④日本からの中古輸入車がほとんどの

「ミニバス」。県の交通安全協会ステッカーが貼られた車両に出会う。
⑤⑥主食はシマというメイズ粉を蒸したもの。これに油をたくさん入れて炒めた肉と野
菜を付けあわせて食べる。
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「
ザ
ン
ビ
ア
、
本
物
の
ア
フ
リ
カ
」

　
有
名
な
観
光
場
所
と
い
え
ば
「
ヴ
ィ
ク

ト
リ
ア
の
滝
」
で
す
。
隣
国
ジ
ン
バ
ブ
エ

と
の
国
境
に
位
置
し
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
や

イ
グ
ア
ス
と
並
ぶ
世
界
三
大
瀑
布
の
ひ

と
つ
で
す
。
ザ
ン
ベ
ジ
川
の
中
流
に
あ

り
、最
大
幅
が
１
千
７
０
０
㍍
あ
り
ま
す
。

１
８
５
５
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
探
検
家
デ
イ

ヴ
ィ
ッ
ド
・
リ
ヴ
ィ
ン
グ
ス
ト
ン
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
と
し
て
初
め
て
到
達
し
、
イ
ギ

リ
ス
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
に
ち
な
ん
で

名
称
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
私
は
今
ま
で
す
で
に
２
度
訪
れ
ま
し
た

が
、
い
つ
も
た
く
さ
ん
の
旅
行
客
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
。
あ
の
轟
音
と
水
し
ぶ
き

の
迫
力
は
い
つ
体
感
し
て
も
感
動
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
ザ
ン
ビ
ア
に
は
野
生
の
動

物
も
多
く
生
存
し
、
大
自
然
が
大
変
良
く

残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
国
立
公
園
に
足
を

運
ぶ
人
も
多
い
で
す
。

　
ザ
ン
ビ
ア
人
の
主
食
は
シ
マ
と
い
う
メ

イ
ズ
（
白
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
粉
を
蒸
し
た
も

の
で
す
。
こ
れ
に
油
を
た
く
さ
ん
入
れ
て

炒
め
た
肉
と
野
菜
を
付
け
あ
わ
せ
て
食
べ

ま
す
。
配
属
先
の
す
ぐ
隣
に
あ
る
シ
マ
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
ほ
ぼ
毎
日
昼
食
と
し
て

食
べ
に
行
っ
て
い
ま
す
。（
一
食
約
４
０
０
円
）

　
ザ
ン
ビ
ア
人
の
油
と
砂
糖
の
消
費
量
は

半
端
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
シ
マ
料
理
に
使

う
油
の
量
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
よ

り
驚
く
の
は
、
同
僚
と
の
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ

イ
ク
の
と
き
で
す
。
彼
ら
は
イ
ン
ス
タ
ン

ト
コ
ー
ヒ
ー
を
半
さ
じ
、
砂
糖
を
５
、
６

さ
じ
大
盛
り
で
入
れ
て
飲
み
ま
す
。
コ
ー

ヒ
ー
と
言
う
よ
り
は
、「
コ
ー
ヒ
ー
風
味

の
砂
糖
水
」
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。

　
ま
た
、
ザ
ン
ビ
ア
は
世
界
的
な
銅
産
地

で
、
み
な
さ
ん
の
10
円
硬
貨
に
も
こ
の
ザ

ン
ビ
ア
か
ら
の
銅
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ザ
ン
ビ
ア
と
い
う
と
日
本
か
ら
果
て
し
な

く
遠
い
異
国
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
日
常
使
っ
て
い
る

お
金
、生
活
用
品
や
食
料
品
の
原
材
料
等
、

ザ
ン
ビ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
ア
フ
リ
カ
の

国
々
と
密
接
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ザ
ン
ビ
ア
は
貧
富
の
差
が
非
常
に
大
き

く
、
１
日
１
㌦
（
１
０
０
円
）
以
下
で
生

活
し
て
い
る
人
た
ち
が
国
民
の
７
割
以
上

を
占
め
て
い
ま
す
。
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
と
呼

ば
れ
る
貧
困
住
宅
地
域
を
訪
れ
た
と
き

に
、
世
の
中
に
は
生
活
水
準
の
低
い
人
々

が
い
る
こ
と
を
体
感
し
ま
し
た
。（
あ
く

ま
で
先
進
国
の
視
点
か
ら
見
た
場
合
で
す
が
）

　
し
か
し
、
不
思
議
な
こ
と
に
そ
れ
を
感

じ
さ
せ
な
い
陽
気
さ
を
彼
ら
は
持
っ
て
い

ま
す
。
町
を
歩
い
て
い
る
と
自
分
の
よ
う

な
外
国
人
が
珍
し
い
ら
し
く
、「H

ello
,	

m
y
	frien

d

」
と
声
を
か
け
て
く
る
現
地

の
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
点
は
、

ザ
ン
ビ
ア
人
か
ら
学
ぶ
と
こ
ろ
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

以
上
、
ザ
ン
ビ
ア
国
の
概
要
を
簡
単
に
ご

紹
介
し
ま
し
た
。
次
回
は
活
動
内
容
な
ど

に
触
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■ザンビア共和国
アフリカ南部の国で、この国と南隣のジンバブエ
との国境に流れるザンベジ川には、世界三大瀑布
の一つと言われる「ヴィクトリアの滝」がある。
アフリカを代表する動物、ゾウ、カバ、キリン、
シマウマ、ヌーも多く住み、大自然が大変良く残
されている。
国名は、国の西部・南部を流れ
るザンベジ川にちなんでつけら
れた。

国旗

⑦⑧有名な観光場所といえば「ヴィ
クトリアの滝」。ジンバブエとの国
境に位置し、世界三大瀑布のひとつ。
⑨大自然が残されているザンビアは

「本物のアフリカ」と呼ばれる。

DAISEN City Public Relations 2008.9.115

⑦⑧⑨
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内訳／感想 18　意見 ５　要望１

　表紙は太田地域、和賀・薬師岳でのニッコウキスゲ観賞
登山からの１枚。大仙市仙北市美郷町支部消防訓練大会、
各地域の夏まつり日程などを掲載した号でした。

８月１日号を振り返り

今回の応募総数は　24 通

 8 1
平成20年

8月1日

第80号

お花畑を
行く

い
よ
い
よ
「
大
曲
の
花
火
」

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

今
年
も
多
く
の
観
光
客
が
来
る
と

思
い
ま
す
。
交
通
規
制
な
ど
を

し
っ
か
り
と
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

	

（
大
曲
地
域
　
30
歳
女
性
）

市
長
面
会
日
に
面
会
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
３
人
の
定
員
に
私
一
人
で
し

た
。
せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
に

も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
市
長
と
ま
た
会
っ
て
話
を
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

	
（
協
和
地
域
　
65
歳
男
性
）

わ
が
家
に
も
成
人
式
に
出
席

す
る
新
成
人
が
い
ま
す
。

個
別
通
知
は
な
い
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
日
時
を
広
報
で
確
認
し
ま

し
た
。

　
今
か
ら
友
達
と
の
再
会
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

	

（
大
曲
地
域
　
45
歳
女
性
）

家
庭
ご
み
の
有
料
化
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　
通
勤
の
途
中
な
ど
で
買
い
物
袋

に
入
れ
ら
れ
た
ま
ま
の
ご
み
が
捨

て
ら
れ
て
い
る
の
を
見
か
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
住
ん
で
い
る
ま
ち
が
汚
さ
れ
る

の
は
本
当
に
残
念
で
す
。

	

（
協
和
地
域
　
50
歳
女
性
）

図
書
館
情
報
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　
長
い
間
読
み
た
い
と
思
っ
て
い

た
黒
澤
明
監
督
の
「
蝦が

蟇ま

の
油
」

を
大
曲
図
書
館
か
ら
取
り
寄
せ
て

も
ら
い
、
一
気
に
読
み
ま
し
た
。

　
監
督
の
父
の
実
家
が
あ
っ
た
中

仙
地
域
豊
川
地
区
が
監
督
の
生
涯

の
原
風
景
で
あ
っ
た
こ
と
が
良
く

わ
か
り
ま
し
た
。

　
希
望
す
る
本
が
な
い
場
合
、
市

内
の
各
図
書
館
か
ら
取
り
寄
せ
が

で
き
る
制
度
は
た
い
へ
ん
便
利
で

役
立
っ
て
い
ま
す
。

	

（
西
仙
北
地
域
　
72
歳
男
性
）

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
働

く
私
に
と
っ
て
、
８
月
と

い
え
ば
お
盆
で
忙
し
い
時
期
で

す
。

　
朝
６
時
出
勤
が
１
週
間
も
続
く

と
、
さ
す
が
に
体
が
疲
れ
き
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
さ
あ
、
今
年
の
お
盆
も
気
合
い

を
い
れ
て
頑
張
る
ぞ
！

	
（
西
仙
北
地
域
　
34
歳
女
性
）

地
域
で
の
お
祭
り
や
自
然
な

ど
を
次
の
世
代
に
も
伝
え
、

残
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
。

　
文
化
や
風
習
を
大
切
に
す
る
気

持
ち
を
心
の
片
隅
に
置
い
て
お
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

	

（
大
曲
地
域
　
66
歳
男
性
）

８
月
16
日
号
の
29
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
た
農
村
環
境
向

上
活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
は

ど
の
よ
う
な
方
法
で
実
施
さ
れ
た

も
の
で
し
ょ
う
か
？

	
(

大
曲
地
域
　
男
性)

広
報
担
当
よ
り

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
東
北
農
政
局
整

備
部
農
地
整
備
課
が
19
年
度
９
月

上
旬
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　
県
内
の
農
地
・
水
・
環
境
保
全

向
上
対
策
に
取
り
組
む
７
０
９

組
織
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た

１
６
３
組
織
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
依

頼
し
、
回
答
を
も
ら
い
、
そ
の
結

果
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

春
の
池
田
氏
庭
園
特
別
公
開

に
初
め
て
行
き
ま
し
た
。

　
雪
見
灯
ろ
う
を
始
め
、
素
晴
ら

し
い
庭
園
に
感
動
し
ま
し
た
。

　
秋
の
公
開
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

	

（
中
仙
地
域
　
51
歳
女
性
）

こ
の
ご
ろ
、
天
気
が
は
っ
き

り
し
な
く
て
気
分
も
晴
れ

ま
せ
ん
。

　
夏
バ
テ
に
負
け
な
い
よ
う
に
、

こ
の
時
期
し
っ
か
り
食
べ
て
一
日

一
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　「
食
」
と
い
う
字
は
「
人
を
良

く
す
る
」
と
書
く
か
ら
。

	

（
大
曲
地
域
　
56
歳
女
性
）

秋
田
市
の
竿
燈
が
始
ま
り
、

夏
が
本
格
的
に
や
っ
て
き

た
感
じ
が
し
ま
す
。

　
今
年
の
夏
は
地
球
温
暖
化
の
せ

い
か
例
年
よ
り
も
暑
く
な
っ
て
い

る
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

　
暑
い
と
い
え
ば
、
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
ま
も
な
く
開
幕
し
ま

す
。
県
内
か
ら
も
２
人
の
選
手
が

出
場
す
る
と
の
こ
と
で
い
つ
も
以

上
に
暑
い
の
も
う
な
ず
け
ま
す
。

　
４
年
ぶ
り
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
観

戦
づ
け
の
夏
に
な
り
そ
う
で
す
。

	

（
大
曲
地
域
　
40
歳
男
性
）

い
よ
い
よ
夏
本
番
で
す
ね
。

大
曲
の
花
火
が
今
か
ら
と

て
も
楽
し
み
で
す
。

　
で
も
、
花
火
の
最
後
に
流
れ
る

県
民
歌
を
聞
く
と
、
な
ん
だ
か
夏

が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
感

じ
が
し
て
、
し
ょ
ん
ぼ
り
し
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
う
感
じ
る
の
は
自

分
だ
け
か
な
？

　
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
も
、

今
年
の
夏
も
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
て
大
い
に
楽
し
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

（
中
仙
地
域
　
23
歳
男
性
）

表
紙
に
ど
こ
の
お
花
畑
か
書

い
て
ほ
し
か
っ
た
で
す
。

　
一
面
の
お
花
畑
の
中
を
歩
く
の

は
気
分
爽
快
だ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

	

（
大
曲
地
域
　
49
歳
女
性
）



「お便り広場」はみなさんのページです。広報
クイズと併せ、みなさんの質問・意見など忌
憚のない声をお聞かせください。

あて先はこちらまで
〒 014-8601（住所不要）大仙市企画部総合政策課
手紙・ハガキ、FAX（0187-63-1119）
または E メール（kouhou@city.daisen.akita.jp）で
ご応募ください。なお、E メールの場合は件名に「広
報クイズ応募」といれてください。

５人の方々に図書カード
1,000円分が当たる
問題

応募方法

発行号、答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、感想や市への質問など
を記入のうえ、総合政策課までお送りください。

広報クイズ

締め切りは　９月 15日（消印有効）
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大仙市の ALT（外国語指導助手）と CIR（国
際交流員）は合わせて何人でしょう？　
　①６人　　　②７人　　　③８人

料理は「心」です。
家族に対して
社会に対して
豊かなメッセージを
送ってみませんか。

「思いでのワンシーン」に
つながる優しい豊かな
料理作りをして
いただきたいと思います。

材料（４人分）
魚（アジ）…………… 中 4匹

ダイコン… …………… 50㌘
ニンジン……………… 30㌘
みつ葉…………… 4〜 5本

新タマネギ……………1/4 個

ダイコン（すりおろし）　…100㌘
しょう油… ………… 大さじ2

酒………………… 大さじ1

みりん……………… 大さじ1

酢………………… 大さじ1

ごま油……………… 大さじ1

砂糖………………… 少々

コショウ… …………… 少々

塩、コショウ… …… 各少々

小麦粉、揚げ油……… 適量

作り方
①	魚は 3枚におろし、腹骨

をすき取り、小骨も抜き

取る。大きさを半分に切

り、塩、コショウを各少々

ふっておく。

②	ダイコン、ニンジンは千切

りに、みつ葉は 3㌢長さ

に、タマネギは薄切りに

する。

③	Aの材料を混ぜ合わせ、

②の野菜に加えてあえる。

④	①の魚に小麦粉をまぶし、

余分な粉をはたき落と

す。180℃に熱した揚げ
油で色好く揚げ、油を切っ

て器に盛り、③を上から

かけてできあがり。

魚
の
マ
リ
ネ
風

（
野
菜
ソ
ー
ス
）

後 藤 眞紀子 さん
（料理研究家）

このレシピは、女性センター
で行われた「夏の和風おも
てなし料理教室」で作った
料理を紹介します。

A

先
月
は
孫
が
入
院
を
し
て
い

た
た
め
、
あ
ま
り
外
出
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
だ
療
養
中
で
す
が
、
大
曲
の

花
火
や
ド
ン
パ
ン
祭
り
な
ど
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
に
足
を
運
び
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

	

（
中
仙
地
域
　
57
歳
女
性
）

花
火
競
技
大
会
の
交
通
規
制

図
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
一

大
イ
ベ
ン
ト
が
も
う
す
ぐ
で
す
ね
。

　
年
々
進
化
す
る
「
大
曲
の
花

火
」。
私
は
去
年
初
め
て
桟
敷
席

で
見
る
こ
と
が
で
き
、
大
い
に
楽

し
み
ま
し
た
。

	

（
大
曲
地
域
　
80
歳
女
性
）

い
つ
も
広
報
だ
い
せ
ん
を
楽

し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
元
な
ら
で
は
の

情
報
を
た
く
さ
ん
載
せ
て
く
だ
さ

い
。

	

（
大
曲
地
域
　
46
歳
女
性
）

中
学
生
が
考
え
る
地
域
づ
く

り
「
レ
ボ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
テ
ー
マ
は
「
水
」
と
い
う
こ
と

で
、
空
き
缶
回
収
に
来
て
く
れ
た

中
学
生
の
女
の
子
か
ら
「
水
道
の

水
を
出
す
と
き
、
水
の
太
さ
を
鉛

筆
１
本
分
に
す
る
だ
け
で
も
省
エ

ネ
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
を
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
簡
単
に
で
き
る
こ
と
な
の
で
、

わ
が
家
で
も
実
践
し
て
い
ま
す
。

	

（
中
仙
地
域
　
25
歳
女
性
）

訂正とおわび

　広報だいせん８月 16 日号７ページ
で紹介した「株式会社　セーコン秋田
工場」の電話番号が間違っていました。
正しくは「0187-72-4588」です。
訂正しておわびします。
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摘要 件数 金額

弔 慰 10 150,000 円　

慶 祝 46 378,861 円　

協賛 4 95,000 円　

合 計 60 623,861 円　

７月１日〜 31 日市長交際費

●西仙北図書館のおすすめ

９
月
の
新
着
図
書

こ
の
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
本
が
入
っ
て
い
ま

す
。
希
望
す
る
本
が
な
い
と
き
は
、
図
書
館
職

員
へ
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
市
内
の
各
図
書
館

の
ほ
か
、
県
立
図
書
館
か
ら
も
取
り
寄
せ
ま
す
。

 １日・月 定例記者会見

 ２日・火 第３回市議会定例会（初日）

 ３日・水 大曲地区敬老会

 ４日・木 大曲仙北介護保険事業計画
策定委員会

  西仙北地域敬老会（大沢郷・

強首）

 ５日・金 雄物川水系水質汚濁対策連
絡協議会

  西仙北地域敬老会（刈和野・
土川）

 ８日・月 交 通 安 全 啓 蒙 全 国 キ ャ ン
ペーン

 ９日・火 太田地域敬老会

 10 日・水 第３回市議会定例会（第２日目）

 11 日・木 第３回市議会定例会（第３日目）

 12 日・金 大川西根地区敬老会

 17 日・水 花館地区敬老会

 18 日・木 藤木地区敬老会

	 	 緊急消防援助隊合同訓練全
体会議

 19 日・金 第３回市議会定例会（最終日）

 20 日・土 全県 500 歳野球大会

 22 日・月 技能功労者選考委員会

 24 日・水 西仙北地域交通安全推進大会

 25 日・木 市長面会日（仙北地域）

 28 日・日 大曲ローターリークラブ

  創立 50 周年記念式典

30 日・火 市長面会日（南外地域）

９月の市長日程
　※日程は変更になる場合があります。

南外地域で行われた全県 550 歳野球で始球
式を務めた栗林市長。

■各図書館イベント
○おはなし会
	 大曲	 ９月 10 日・17 日・24 日（水）午後３時〜
	 神岡	 ９月 20 日（土）午前 11 時〜
	 西仙北	 ９月 27 日（土）午前 10 時〜
	 協和	 ９月 20 日（土）午前 10 時〜
	 仙北	 ９月 13 日、27 日（土）午前 11 時〜
○どんぐり文庫　おはなし会
	 太田（敬愛館）９月 27 日（土）午前９時 30分〜午後３時
	 ※おはなしのほかに、むかしの遊びもあります。
○水彩画による風景展〜自然ありのままに〜
	 大曲	 ９月６日（土）から 30日（火）まで
	 ※大曲図書館は９月１日（月）から５日（金）まで蔵書点検のため休館。

各図書館問い合わせ

大曲図書館 ☎ 0187-62-1012 南外図書館 ☎ 0187-74-2130
神岡図書館 ☎ 0187-72-2501 仙北図書館 ☎ 0187-69-3334
西仙北図書館 ☎ 0187-75-0099 太田図書館 ☎ 0187-88-1119
協和図書館 ☎ 018-892-3830 中仙学習情報室 ☎ 0187-56-7200

「きものという農業
大地からきものを作る人たち」
中谷比佐子／著　　三五館

　天と地からの恵みを、人の手と知恵によって生か

し、つくり上げてきた " きもの "、そして農業。日本

の伝統文化である " きもの " を支えているのは、日本

古来の農業でした。

　「食」の安全に関心が高まっている今、有機栽培以

外の輸入綿の畑は農薬で真白であること、綿の自給

率０％という「衣」の現実にも目を向けたいところ

です。  　　（所蔵あり　西仙北図書館）

◎いぬうえくんがわすれたこと／きたやまようこ
◎お化け屋敷へようこそ／川端誠
◎こはく色の目／Ｒ．ランゲベック
◎わたしは忘れない／ヤエル・ハッサン
◎キツネのおとうさんがニッコリわらっていいました

／みやにしたつや
◎ペニー・フロム・ヘブン／ジェニファー・Ｌ．ホルム

幼児・児童向け図書

◎左近の桜／長野まゆみ
◎カラスの親指／道尾秀介
◎ジェミニの方舟／高嶋哲夫
◎グラニテ／永井するみ
◎人間も偽装が好き／渡辺淳一
◎青春の十字架／森村誠一
◎ふたり旅／津村節子
◎波打ち際の蛍／島本理生
◎おそろし／宮部みゆき
◎少年曲馬団／花村萬月
◎いっちばん／畠中恵
◎ディスコ探偵水曜日　上・下／舞城王太郎
◎父の戦地／北原亞以子
◎非正規レジスタンス／石田衣良
◎９・11倶楽部／馳星周
◎帰省／藤沢周平
◎エイジハラスメント／内館牧子
◎千本雨傘／澤田ふじ子
◎剣客春秋／鳥羽亮
◎妃は船を沈める／有栖川有栖
◎血の冠／香納諒一
◎プラチナタウン／楡周平
◎誘拐／五十嵐貴久
◎不連続の世界／恩田陸
◎喜の行列悲の行列／藤田宜永

小説
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介護保険事務所からのお知らせ

要介護認定から介護保
険のサービス利用まで

　要介護認定の申請をして「要支援１・２」
「要介護１～５」のいずれかの認定を受けた
方は介護保険のサービスが利用できます。
　介護認定の申請方法については問い合わ
せください。

■施設サービス利用の申請方法
　入所を希望する方は、入所希望の施設に
直接お申し込みください。
※要介護認定で「要支援１・２」と判定された
方は利用することができません。

■在宅サービス利用までの流れ
①居宅介護支援事業所へケアプラン（居宅
サービス計画）の作成を依頼してください。
居宅介護支援事業所については、介護保険
事務所ホームページか介護保険事務所・市
役所本庁援護福祉課・各総合支所市民課窓
口に備え付けの一覧表でご確認ください。
②担当のケアマネジャーと相談し、適切な
サービスが利用できるようケアプランを作
成してもらいます。サービス提供事業所と
の連絡・調整はケアマネジャーが行います。
③ケアプランにそって在宅サービスが始ま
ります。

■「要支援１・２」と認定を受けた方でサー
ビスを利用したい
①サービスを受けたい方は地域包括支援セン
ターへ連絡し、介護予防ケアプラン（介護予
防サービス計画）の作成を依頼してください。
介護サービスを受けていた方で「要支援１・
２」と認定された方は担当のケアマネジャー
に相談しましょう。
②適切な介護予防サービスを利用できるよ
うケアマネジャーに相談します。
サービス提供事業所との連絡・調整はケア
マネジャーが行います。
③介護予防ケアプランにそって「在宅サー
ビス」が始まります。

【問い合わせ・申請】
	 介護保険事務所認定審査班☎0187-86-3912
	 http://www.oskaigonet.or.jp/
	 各総合支所市民課
	 市地域包括支援センター中央
　☎ 0187-63-1111
	 市地域包括支援センター東部
　☎ 0187-56-7125
	 市地域包括支援センター西部
　☎ 0187-87-3970 まで

Douglas Heller
（ダグラス・ヘラ）

大曲西・南外地域

Blake Baguley
（ブレイク・バギュリー）

国際交流員

Emily O'Donovan
（エミリー・オドノヴァン）

協和・西仙北東地域

Hsien Looi Melissa Ong
（シエンルイ・メリッサ・オング）

大曲地域

Michael Culler
（マイケル・カラー）

神岡・西仙北西地域

Melissa Dawe
（メリッサ・ダウ）

太田・仙北地域

Leslie Lynn-Healy
（レスリー・リン＝ヒーリー）

中仙地域

　英語の授業で活躍する ALT（外国語指導助手）と国際
交流を行う CIR（国際交流員）のみなさんを紹介します。

ALT と CIR の紹介
外国語指導助手

国際交流員

市内の小・中学校で活躍する先生を紹介します

Evan Cacali
（エヴァン・カカリ）

大曲南地域
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大
曲
市
民
会
館
自
主
事
業

10
代
目
坂
東
三
津
五
郎
出
演

「
松
竹
大
歌
舞
伎
」
秋
公
演

■
日
時
／
11
月
１
日
（
土
）
午

後
２
時
開
演
（
１
時
30
分
開
場
）

■
会
場
／
大
曲
市
民
会
館

■
入
場
料
／
Ｓ
席
６
０
０
０

円
・
Ａ
席
５
０
０
０
円
・
Ｂ
席

４
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所
／
大
曲

中
央
公
民
館

■
演
目
／
河
竹
黙
阿
弥
作 

新

皿
矢
舗
月
雨
暈
「
魚
屋
宗
五

郎
」、
銘
作
左
小
刀
「
京
人
形
」

︻
問
い
合
わ
せ
︼

 

大
曲
市
民
会
館
（
月
曜
休
館
）

 

☎
０
１
８
７
（
63
）
８
７
６
６

 

ま
で

中仙

わんぱく広場

　親子のふれあいの場です。み

んなで元気に遊びましょう。

　参加自由ですので、気軽にお

越しください。

■対象／乳幼児と保護者の方

■会場・期日／

【中仙西保育園】９月３日（水）

【ドンパル子供の遊び場】９月 17
日（水）

■時間／午前９時 30 分～ 11 時

【問い合わせ】

 中仙西保育園

 ☎ 0187-56-4139 まで

太田

おおた保育園運動会

■対象／６歳までの未就園のお

子さんとその家族

■日時／９月 13 日（土）午前９

時～ 11 時

■場所／こども広場（おおた保育

園の向かい）

■申込受付期限／９月 10 日（水）

【問い合わせ・申し込み】

 子育て支援センター

 ☎ 0187-86-9110

■日時／９月７日（日）午前７時

～（仙北ふれあい文化センター出発）

■目的地／真昼山（赤倉登山口経由）

■申込受付期限／９月５日（金）

■持ち物／食料等各自持参

【問い合わせ・申し込み】

 仙北山の会　伊藤清逸さん

 ☎ 0187-63-1806 まで

仙北

仙北山の会
50 周年記念登山

■日時／ 10 月 11 日（土）　午後

３時開演

■会場／仙北ふれあい文化セン

ター

■入場料／無料（要整理券）

入場整理券は９月９日（火）午

前９時から仙北ふれあい文化セ

ンターで交付（１人２枚まで）

【問い合わせ】

 仙北ふれあい文化センター

 ☎ 0187-69-3333 まで

仙北

陸上自衛隊
東北方面音楽隊コンサート

　中仙西保育園と中仙幼稚園の

園児たち（４・５歳児）が描いた

かわいらしい絵を展示します。

ぜひご覧ください。

■期間／９月６日（土）から 21
日（日）まで（火曜休館）

■時間／午前９時～午後６時

■場所／道の駅なかせんこめこ

めプラザ情報センター

■入場料／無料

【問い合わせ】

 道の駅なかせんこめこめプラザ

 ☎ 0187-56-4515 まで

中仙

なかせんワイワイらんど
園児による絵画展示

■日時／ 10 月 26 日（日）午後

２時 30 分開演

■会場／中仙市民会館（ドンパル）

■入場料／無料（要整理券）

入場整理券は９月９日（火）午

前９時から中仙市民会館（ドンパ

ル）で交付（１人２枚まで）

【問い合わせ】

 中仙市民会館（ドンパル）

 ☎ 0187-56-7200 まで

中仙

航空自衛隊
北部航空音楽隊コンサート

仙北

坂
東
三
津
五
郎
（
写
真
右
）、
中
村
芝

雀
（
写
真
左
）
ほ
か
出
演
。
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　首都圏で生活する大曲地域出

身者によって構成されている首

都圏大曲会が、会の創設 20 周

年を記念して「ふるさと探訪ツ

アー」で大仙市を訪れます。

　首都圏大曲会の会員と地元の

友人や知人の方々との親睦を深

める交流パーティーを行います

ので、ぜひ参加ください。

■日時／ 10 月３日（金）午後６

時～

■会場／大曲エンパイヤホテル

■参加費／ 5,000 円

■申込受付期限／９月 26 日（金）

【問い合わせ・申し込み】

 総合政策課地域政策班

 ☎ 0187-63-1111 内線 237 まで

大曲

首都圏大曲会
ふるさと探訪ツアー

　全国から集まる歌い手が競い

合う第８回「びんだれ山」のど

自慢大会と民謡日本一の千葉美

子さんやモンゴルの歌姫オドバ

ルさんのほか、たくさんの出演

者による第18回民謡舞踊芸能「唐

松城物語」発表大会を行います。

■期日／９月 28 日（日）午前９

時開演

■会場／協和市民センター（和

ピア）

■入場料／【前売券】1,500 円

【当日券】1,800 円

【問い合わせ】

 実行委員会 佐藤さん

 ☎ 018-892-3089 まで

協和

びんだれ山のど自慢大会
民謡舞踊芸能発表大会

　協和総合支所農林振興課で施

設管理等臨時職員を募集します。

　採用は書類選考のうえ面接で

行います。（面接日は後日通知）

■業務内容／養殖魚給餌や水槽

洗浄、釣堀開園管理、施設内除

草作業、養殖魚配達業務

■応募資格／普通免許証取得者

で 60 歳以下の方

■勤務場所／蓄養殖施設（協和船

岡字東兵衛屋敷地内）

■雇用条件／

 雇用期間／ 10 月１日（水）か

 ら平成 21 年３月 31 日（火）

 まで（１日交替制）

 雇用時間／午前８時 30 分～午

 後５時 15 分

 雇用人数／２人

 賃金／日額 5,200 円（通勤手当

 なし）

■申し込み方法／履歴書に写真

を貼付し、運転免許証コピーを

添えて協和総合支所農林振興課

まで郵送または持参

■申込受付期限／９月 19 日（金）

【問い合わせ・申し込み】

 協和総合支所農林振興課

 ☎ 018-892-3694 まで

 〒 019-2411
 大仙市協和境字野田４番地

協和

協和蓄養殖施設
管理等臨時職員の募集

大
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業
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神岡南外花火大会
日時／９月 14 日（日）午後６時 30 分～

会場／中川原コミュニティ公園

【問い合わせ】

 神岡南外花火大会実行委員会

 （大仙市商工会神岡支所内）

 ☎ 0187-72-4028 まで

ピ
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会
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る

塚
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佳
男
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ん
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ご協力ください
用水路の長期断水

　仙北平野土地改良区管内の用

水路施設の整備・点検のため、

一部の用水路が断水となります。

ご協力お願いします。

【断水施設】

１～５号幹線用水路および幹線

から分水される支線用水路・直

分、石田頭首工、与吉川

期間／９月 12 日（金）から 11
月５日（水）まで

【断水施設】

高倉頭首工・高梨頭首工・織埋

頭首工・荒巻頭首工・北川取水

施設

期間／９月 12 日（金）から 11
月５日（水）までに１週間程度

【問い合わせ】

 仙北平野土地改良区水利整備課

 ☎ 0187-62-0180 まで

一日も早い問題解決を
多重債務者無料相談会

　多重債務でお困りの方は、弁

護士・司法書士など専門家に無

料で相談できるこの機会をご活

用ください。

　当日は契約書など借入関係が

わかる書類を持参してください。

◆日時／９月 11 日（木）・12
日（金）午前 10 時～午後４時

◆会場／秋田県生活センター

（秋田駅前　アトリオン７階）

【問い合わせ・申し込み】

 秋田県生活センター

 ☎ 018-835-0999 まで

少年の主張秋田県大会
県南地区予選大会

　県南の中学生が日常生活で感

じた思いや考え、感銘を受けた

ことなどを発表します。ぜひお

越しください。

◆日時／９月 18 日（木）午後

１時 30 分～

◆会場／大曲中学校体育館

【問い合わせ】

 消防安全課

 ☎ 0187-63-1111 内線 231 まで

巡回相談指導
休日特別無料相談指導会

　労災年金受給者の方とその家

族のための相談会を行います。

◆期日・会場／９月 10 日（水）・

大曲中央公民館、19 日（金）・

刈和野コミュニティーセンター、

25 日（木）・仙北ふれあい文化

センター

◆時間／午前 10 時～午後３時

【問い合わせ】

 労災年金相談所

 ☎ 018-832-1713 まで

第10回国際教養大学公開講座
「北京五輪後の中国」

　世界へ躍進する中国の今後の

展望などについての講義です。

◆日時／９月６日（土）午後１

時 30 分～４時 15 分

◆会場／県立横手清陵学院高等

学校清陵ホール（入場無料）

【問い合わせ・申し込み】

 国際教養大学企画課

 ☎ 018-886-5904

大曲高等学校
創立 100 周年記念芸術展

◆日時／９月 14 日（日）午後

１時～５時、15 日（月）・16 日

（火）午前９時～午後５時、17
日（水）午前９時～午後３時

◆会場／大曲交流センター講堂

◆入場料／無料

【問い合わせ】

 大曲高等学校

 ☎ 0187-63-4004 まで

参加チーム募集
職場対抗バレーボールリーグ戦

　参加希望チームは青少年ホー

ムにある参加申込書に参加費を

添えて申し込みください。

◆期間／９月 25 日（木）から

10 月 10 日（金）まで
（月・土・日・祝祭日を除く）

◆時間／午後６時 30 分～

◆会場／大曲体育館

◆参加費／１チーム 4,000 円

◆申込受付期限／９月８日（月）

午後４時まで（時間厳守）

◆抽選会日時・会場／９月11日

（木）午後７時～・大曲交流センター

【問い合わせ・申し込み】

 大曲公民館（青少年ホーム）

 ☎ 0187-62-1312 まで

あなたの就職、応援します！
就職内定獲得セミナー　

　就職活動に役立つ実践力を身

に付ける無料のセミナーです。

◆期間／ 10 月６日 ( 月 ) から

８日 ( 水 ) まで

◆時間／午前９時 30 分～午後

３時 30 分

◆会場／大曲地域職業訓練セン

ター

◆定員／ 20 人

◆申込受付期限／９月30日(火)

【問い合わせ・申し込み】

 秋田地域雇用創造協議会

 ☎ 018-896-7091

９月 11 日は「警察相談の日」　安心の警察相談♯9110
　警察では犯罪被害や防犯、交通に関することなどさまざまな相談

に応じています。秘密は厳守しますので、安心してご利用ください。

【相談電話】

 大仙警察署　☎ 0187-63-3355
 県民安全相談センター　♯ 9110 または 018-864-9110
 レディース110 番（性犯罪など相談）　フリーダイヤル 0120-028-110
 やまびこ電話（少年問題）　☎ 018-824-1212
 サイバー犯罪 110 番　☎ 018-865-8110 まで
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大仙美郷介護福祉組合
職員採用試験

　入所者等の生活相談、身体介

護などの業務に従事する初級介

護士１人を募集します。

　受験案内は、大仙市と美郷町

のホームページからご覧いただ

けます。（申込書のダウンロード

はできません）

※詳細は問い合わせください。

【大仙市】

http://www.city.daisen.akita.jp/
【美郷町】

http://www.town.misato.akita.jp/
◆対象／昭和 48 年４月２日か

ら平成３年４月１日までに生ま

れた方で次の資格等のいずれか

を有する方、または 20 年度中

に取得見込みの方

社会福祉士、介護支援専門員、

介護福祉士、社会福祉主事、ホー

ムヘルパー２級以上、看護師、

準看護師、栄養士

◆申込受付期間／９月３日（水）

から 24 日（水）までの平日午

前８時 30 分～午後５時まで（郵

送の場合は消印有効）

【問い合わせ・申し込み】

 大仙美郷介護福祉組合事務局

 ☎ 0187-86-9160 まで

◆企画展

【農業高校紹介展（１）

鷹巣農林高校・能代西高校】

期間／９月７日（日）まで

【食と農展】

期間／９月４日（木）から 28
日（日）まで

【農業高校紹介展（２）

金足農業高校・西目高校】

期間／９月９日（火）から 28
日（日）まで

【秋色山野草展】

期間／９月 19 日（金）から 21
日（日）まで

【おもと（万年青）展】

期間／９月 26 日（金）から 28
日（日）まで

【農業高校紹介展（３）

大曲農業高校・増田高校】

期間／９月 30 日（火）から 10
月 19 日（日）まで

【グリーンプランツを楽しむ】

期間／９月下旬まで

【夏の花を楽しむ】

期間／９月下旬まで

【秋の花を楽しむ】

期間／９月上旬から 10 月中旬

◆園芸教室

【山野草を楽しむ】

◆日時／９月 21 日（日）午前

９時 30 分～正午

◆定員／ 20 人
※園芸教室の申し込みは電話で申

し込んでください。

【問い合わせ・申し込み】

 県立農業科学館（月曜休館）

 ☎ 0187-68-2300 まで

９月の農業科学館

劇団わらび座によるミュージカル
「金太と虹色の魚」

◆対象／幼児から小学生まで

◆日時／９月 21 日（日）午後

１時 30 分（開演）～２時 30 分

◆会場／中仙市民会館（ドンパル）

◆入場料／無料

【問い合わせ】

 県環境あきた創造課

 ☎ 018-860-1573 まで

大仙市・仙北市・美郷町合同
第 48回仙北地域公民館大会

　「新しい時代の生涯学習と地

域作り」をテーマにおこなわれ

ます。一般の方も入場になれま

すのでご来場下さい。

◆日時／９月 11 日（木）午後

2 時～ 5 時

◆会場／中仙市民会館（ドンパル）

◆講演内容・講師／「こころの

復権」ということ～生涯学習の

基板に据えるべきこと～・笹本

嘉辰さん（元大仙市教育長）

【問い合わせ】

 中仙市民会館（ドンパル）

 ☎ 0187-56-7200 まで

▼大曲の花火の写
真を撮りました。大
曲の花火写真は、
引き延ばしてもきれ
いなようにフィルム
カメラで撮影してい
ます。そのため上

手く撮れているのかは現像ができ
るまで分かりません。どの玉が優
勝するのか分からないので取り逃し
が一番怖く、時間がかかるフィル
ム交換はちょっと緊張する作業で
す▼大曲の花火は会場が広く、た
くさんの花火が打ち上がるため、
一回ごとにカメラの向きや設定を
変えなければなりません。撮った
写真がどの花火なのか分かるよう
にするための撮影記録もすごく重
要。今年は雨だったので記録用紙
を濡らさないようにするのにも気を
遣いました▼今年の写真はうまく
撮れているでしょうか？未来の自分
がガックリと肩を落としていないよ
う祈るばかり…▼意外と苦労して
撮っている花火写真。大曲の花火
は次号の広報に掲載します。こん
な苦労話も気にとめながら見てもら
えたら嬉しいです。	 （朋）
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